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南部中だより 

【学校評価アンケートのお礼と自己評価の公表について】 

 学校は自校の教育活動について自己評価を行い，その結果を公表するよう定められています。今

年度も２度にわたり学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。アンケート結

果をもとにして本校の自己評価を行いましたので，概略ではありますがご報告いたします。 

※数値は各質問項目に対する肯定評価（そう思う・やや思う）の割合（５年間の推移） 

※「評価」はＲ元との比較で＋１以上は△，－１以下を▼と表示 

（１）学力向上関係    

質問項目     上段：生徒アンケート 

         下段：保護者アンケート 

Ｈ28 
2 学期 

Ｈ29 
2 学期 

Ｈ30 
2 学期 

Ｒ元 
2 学期 

Ｒ２ 
１学期 

Ｒ２ 
2 学期 

評
価 

・集中して授業に取り組んでいる 

・先生はわかりやすい授業に努めている 

・家庭学習にもよく取り組んでいる 

80.3 

71.8 

55.1 

83.6 

75.0 

56.1 

84.5 

75.9 

65.6 

89.1 

85.1 

62.6 

89.5 

88.6 

68.9 

89.3 

84.2 

58.3 

－ 

－ 

▼ 

・学校（職員）は生徒の学力の向上に努めている 

・お子さんは各教科の基礎基本を理解している 

・お子さんはご家庭での学習習慣は身につけている 

57.1 

47.0 

41.4 

56.2 

44.7 

40.9 

59.1 

48.1 

45.9 

61.4 

48.3 

44.1 

63.2 

52.6 

53.5 

67.5 

51.1 

49.7 

△ 

△ 

△ 

 

（２）学校生活の楽しさ関係  
質問項目     上段：生徒アンケート 

         下段：保護者アンケート 

Ｈ27 
2 学期 

Ｈ28 
2 学期 

Ｈ29 
2 学期 

Ｈ30 
2 学期 

Ｒ元 
１学期 

Ｒ元 
2 学期 

評
価 

・学校生活を楽しく送っている 

・思いやりを持って仲間と接している 

・クラスや学年のみんなと協力して活動している 

・先生は一人ひとりの生徒を理解しようと努めている 

71.8 

88.7 

77.9 

69.5 

77.8 

88.9 

77.1 

69.4 

76.3 

91.0 

76.1 

75.1 

81.6 

94.3 

86.2 

86.5 

79.4 

91.5 

80.4 

86.6 

75.5 

91.3 

83.6 

83.9 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

・お子さんは学校生活を楽しく送っている 

・お子さんは思いやりの心を持って生活している 

80.8 

82.2 

80.3 

81.5 

80.3 

81.5 

80.7 

83.1 

75.8 

83.2 

79.0 

86.1 

▼ 

△ 

 
（３）目標を持った生活関係 
質問項目     上段：生徒アンケート 

         下段：保護者アンケート 

Ｈ28 
2 学期 

Ｈ29 
2 学期 

Ｈ30 
2 学期 

Ｒ元 
2 学期 

Ｒ２ 
１学期 

Ｒ２ 
2 学期 

評
価 

・目標を持って生活している 

・物事を粘り強く最後まで努力して取り組んでいる 

・行事や係活動などに積極的に取り組んでいる 

70.7 

73.3 

81.5 

70.7 

71.7 

85.0 

73.5 

72.3 

85.3 

76.4 

81.0 

90.2 

74.7 

77.9 

84.3 

68.5 

70.8 

86.3 

▼ 

▼ 

▼ 

・お子さんは目標を持って生活している 

・物事を粘り強く最後まで諦めずに取り組んでいる 

・積極的に部活動や委員会活動に取り組んでいる 

67.8 

65.4 

80.7 

63.6 

60.1 

75.7 

60.9 

59.7 

76.5 

61.4 

62.1 

77.9 

63.5 

65.5 

80.3 

68.8 

67.0 

76.3 

△ 

△ 

▼ 

 

（４）日常生活関係 
質問項目     上段：生徒アンケート 

         下段：保護者アンケート 

Ｈ28 
2 学期 

Ｈ29 
2 学期 

Ｈ30 
2 学期 

Ｒ元 
2 学期 

Ｒ２ 
１学期 

Ｒ２ 
2 学期 

評
価 

・社会や学校のルールやマナーを守っている 

・毎日の清掃に真面目に取り組んでいる 

・時間を守って行動している 

・朝自習や黙想を真面目に取り組んでいる 

・合唱練習に積極的に取り組んでいる 

・すすんで挨拶をしている 

・奉仕作業など学校等に貢献できている 

88.2 

83.0 

83.6 

79.1 

79.3 

83.0 

72.2 

86.5 

82.0 

84.7 

80.7 

80.2 

82.0 

77.6 

89.5 

83.9 

83.5 

79.1 

83.1 

81.9 

73.4 

95．7 

92．8 

94．0 

88．2 

88．8 

87．3 

85．1 

94.2 

93.9 

93.0 

90.1 

79.1 

86.3 

70.5 

93.5 

93.1 

92.2 

86.9 

87.5 

83.3 

68.0 

▼ 

－ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

・交通ルールやマナーを守って安全に登校している 

・学校のルールやマナーを守っている 

・お子さんは清掃等をきちんと行っている 

・服装，頭髪等身嗜みがきちんとしている 

・南部中生は礼儀正しいと思う 

88.5 

87.6 

63.9 

63.9 

52.7 

83.3 

82.0 

61.1 

64.4 

57.1 

85.0 

82.7 

66.6 

64.7 

55.7 

82.8 

85.2 

68.3 

74.1 

62.1 

85.8 

83.2 

69.8 

78.0 

66.7 

89.0 

87.5 

67.0 

83.8 

72.1 

△ 

△ 

▼ 

△ 

△ 

 
（５）保護者・地域からの信頼関係 
質問項目     保護者アンケート Ｈ28 

2 学期 

Ｈ29 
2 学期 

Ｈ30 
2 学期 

Ｒ元 
2 学期 

Ｒ２ 
１学期 

Ｒ２ 
2 学期 

評
価 

・授業参観や行事等積極的に開放している 

・学校の情報を適切に発信（便り・ＨＰ）している 

・学校は整備され清掃が行き届いている 

・職員は家庭との連絡をしっかりと取っている 

・南部中の学校教育目標を知っている 

86.4 

77.2 

64.8 

67.8 

48.5 

85.0 

72.3 

60.8 

61.5 

55.6 

83.6 

72.7 

64.3 

65.4 

47.9 

80.7 

62.8 

73.8 

62.4 

41.7 

71.8 

69.6 

74.4 

71.0 

47.6 

69.9 

72.2 

79.7 

74.1 

48.0 

▼ 

△ 

△ 

△ 

△ 

 
【自己評価（分析結果）】 
生徒評価は「授業への取組」，「授業に対する評価」，「清掃への取組」以外は全て昨年度の肯定評

価を下回りました。今年度は多くのことが中止となり，活動できても様々な制限が加えられ，生徒

にとってはとても窮屈な，つまらない一年間だったという表れです。保護者評価は多くの項目で肯

定評価の割合が上がりました。コロナ禍の状況で多くの我慢を強いられた生徒が，やれることをや

れる範囲で頑張ったこと，これを保護者の立場で好意的に見てくださった結果だと思います。保護

者評価で下がった「学校生活を楽しく…」，「積極的に部活動…」，「授業参観等の開放」は全くその

通りです。「清掃等をきちんと…」は，生徒の日常を正しく伝えてこなかった結果だな，と反省しま

す。令和２年度はとにかくコロナ感染予防策に振り回されました。一度は秋に日程を動かした修学

旅行，林間学校が中止になりました。総体が実施されなくなり３年生をどう引退させるかについて

各家庭の意見を求めました。体育祭の代替行事をレクフェスとして行いました。生徒会選挙立会演

説会，いじめ防止集会，合唱コンクールをズームの利用で行いました。各教科の授業も感染リスク

が高いとされる活動は行わず，内容を工夫して実施してきました。 
令和３年度は新型コロナ感染症が終息してもこれまでのやり方は全て見直さなければならない

と考えています。ＧＩＧＡスクール構想により，年度内には全生徒に一人１台のタブレットが配布

されます。コロナ問題以前から，「これからの学びは『主体的 対話的で 深い学び』が重要であ

る」と言われてきました。タブレットを活用すれば小グループ内だけでなく，クラス全員の意見に

簡単に触れられるようになるようです。各教科で具体的にどのような取組を行っていくかはこの先

の職員研修課題です。様々な行事もこの先検討して発展させていかなければなりません。良き伝統

を守りながら，時代の変化に対応した魅力ある学校づくりにこれからも取り組んでまいります。 
 

学校教育目標：心豊かなたくましい生徒の育成 
 ①進んで学習する生徒      ③勤労を重んじる生徒 
 ②礼儀正しくきまりを守る生徒   ④自ら鍛える生徒 


